
平成 21 年度 JCI 四国支部第 2 回拡大幹事会議事録 
 
日  時：平成 21 年 12 月 28 日（月） 14：00～17：00 
場  所：香川大学工学部安全システム建設工学科会議室 
出席者：堺支部長、氏家幹事、橋本幹事、古田幹事、米澤幹事、明石常任委員、横井常任委員、鷲津常任委

員、水口本部理事、井戸（四国支部事務局） 
欠席者：島幹事、天羽（会計監査） 
 
配付資料 
2-1   JCI 四国支部平成 21 年度第 2 回拡大幹事会次第 
2-2   平成 21 年度 JCI 四国支部第 1 回拡大幹事会議事録（案） 
2-3   日本コンクリート工学協会平成 21 年度定例理事会 会議資料 
2-4   日本コンクリート工学協会平成 21 年度支部長会議 会議資料 
2-5-1  JCI 四国支部平成 21 年度活動状況及び今後の予定 
2-5-2  「四国の骨材に関する研究委員会」平成 21 年度活動報告 
2-5-3  ｢四国の骨材に関する研究委員会」WG3・WG4 合同委員会 

第 4 回委員会議事録及び第 5 回委員会議事録 
2-5-4  「環境配慮型コンクリート構造物設置後の機能変化に関する調査研究委員会」平成 21 年度活動報告 
2-5-5  「四国のコンクリート需要の将来予測に関する研究委員会」平成 21 年度活動報告 
2-5-6  ｢コンクリートのひび割れ調査、補修・補強指針」改定講習会のご案内及び収支報告 
2-5-7  ｢コンクリート系資材・製品・リサイクルに関する CO2 等環境負荷の現状とその低減に向けた方策｣に関

する講習会のご案内及び収支報告 
2-5-8  ｢コンクリート技術の温故知新-コンクリートライブラリー131 号「古代ローマコンクリートソンマ・ヴェスヴィー

ナ遺跡から発掘されたコンクリートの調査と分析」およびコンクリート技術シリーズ 84 号「土木学会規準

として制定が望まれる試験方法の動向」に関する講習会のご案内及び収支報告 
2-5-9  平成 21 年度現場見学会開催のお知らせ及び報告、収支報告 
2-5-10 「四国のコンクリート構造物アセットマネジメント」に関する講習会のご案内 
2-6   JCI 四国支部平成 21 年度および 22 年度役員名簿 
 
 
審議事項 
1.会長挨拶 

堺支部長より拡大幹事会の開催にあたり、挨拶が行われた。 
 
2.平成 21 年度 JCI 四国支部第 1 回拡大幹事会議事録の確認 

資料 2-2 に基づき、四国支部事務局 井戸より説明がなされ、承認された。 
 
3.JCI 本部役員の選考 

H22 年度の JCI 本部役員に堺支部長を選考した。 



4.JCI 理事会の報告 
 資料 2-3 に基づいて、水口本部理事より以下の説明がなされた。 
 

・年次大会学生参加費の改訂について 
・国際委員会 ConMat について 
・コンクリート診断士試験・技士試験の合格率について 
・代議員制について 
・公益法人制度改革に伴う定款について 

 
5.JCI 支部長会議の報告 
 資料 2-4 に基づいて、堺支部長の代理で出席した氏家幹事より以下の説明がなされた。 
 

・中国支部で行っているコンクリートマイスターについて→全国で行うよう検討中. 
・JCI 本部で行っている講習会について→支部で行う際の参加費を統一させる. 
・コンクリート工学年次大会開催地について→四国での開催は 2014 年に決定. 

 
6.四国支部平成 21 年度活動状況及び今後の予定 
（1）研究委員会活動 
①「四国の骨材に関する研究委員会」平成 21 年度活動報告 
資料 2-5-2 に基づき、堺委員長より報告がなされた。 
また、資料 2-5-3 に基づき、橋本 WG4 主査より、WG3・WG4 合同委員会について報告がなされた。 

 
・今年度中に委員会を開く方向で、幹事の日程調整を行う。 
・来年度も継続するか、もしくは新規で研究委員会を立ち上げるかを検討する。 
・WG3・WG4 合同委員会については、次回 3 月 26 日に松山で開催。 

 
②「環境配慮型コンクリート構造物設置後の機能変化に関する調査研究員会」平成 21 年度活動報告 
資料 2-5-4 に基づき、橋本幹事より報告がなされた。 

 
③「四国のコンクリート需要の将来予測に関する研究員会」平成 21 年度活動報告 
 資料 2-5-5 に基づき、堺支部長より報告がなされた。 
 

・セメント関係の団体及び各県の生コン工業組合にメンバーに加入してもうらうよう依頼をする。 
 

(2)講習会 
①コンクリートのひび割れ調査、補修・補強指針改訂講習会について 

資料 2-5-6 に基づき、講習会の内容について確認した。 
 

②コンクリート系資材・製品・リサイクルに関する CO2 等環境負荷の現状とその低減に向けた方策に関する講

習会について 



資料 2-5-7 に基づき、講習会の内容について確認した。 
 
③コンクリート技術の温故知新-新刊コンクリートライブラリー131 号「古代ローマコンクリート ソンマ･ヴェスヴィ

アーナ遺跡から発掘されたコンクリートの調査と分析」およびコンクリート技術シリーズ 84 号「土木学会規準とし

て制定が望まれる試験方法の動向」に関する講習会ついて 
資料 2-5-8 に基づき、講習会の内容について確認した。 

 
④四国のコンクリート構造物のアセットマネジメントに関する講習会について 

資料 2-5-10 に基づき、氏家幹事より説明がなされた。 
平成 22 年 2 月 15 日（月）於：愛媛大学総合情報メディアセンター メディアホール  開催予定 
 

⑤JCI 四国・中国支部共催コンクリート工学セミナーin 高知について 
横井常任委員より、高知工科大学 中田先生に連絡を取ることが確認された。 

 
⑥生コンセミナーin 香川について 

古田幹事より日程の提案があり、3 月 10 日もしくは 3 月 11 日にホテルパールガーデンに於いて開催する方

向で検討する。また、「コンクリート工学」誌 3 月号に会告を記載することが確認された。 
 

(3)現場見学会 
資料 2-5-9 に基づき、鷲津常任委員より報告がなされた。 
 
・参加費について、非会員は 1,500 円にすることで合意した。 
 

(4)コンクリート教育への助成 
堺支部長より、阿南工業高等専門学校へ 10 万円の助成金が支給されたことが確認された。 
 

(5)ホームページ運営 
横井常任委員より、2 年前と比較すると、１日のアクセス数が 5 件から 10 件に増加していることが報告された。

引き続き、JCI 四国支部のホームページを充実させることが確認された。 
 

(6)会員増強 
堺支部長より、会員数について確認がなされた。 
 

（7）四国支部役員について 
米澤幹事より挨拶があり、建築系の会員に情報提供するための講習会等を検討していくことが確認された。 
また、資料 2-6 に基づき、水越常任委員の所属名が変更になったことが確認された。 
 

7.その他 
JCI 本部で行っているコンクリートの乾燥収縮委員会に関する講習会を、来年度、四国支部で開催し

てほしい旨の提案があり、堺支部長が検討することとなった。 
以上 


